別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名:岐阜県畜産フェアー開催事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養鶏養豚担当　電話番号：058-272-1111（内2876）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,000千円（前年度予算額：1,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


畜産の現状と将来方向に対する消費者の理解を深めるとともに、畜産物の地産地消推進と畜産業の活性化を図ることを目的に消費者との交流イベントを開催に対し支援する。
　【イベント名】第２１回岐阜県畜産フェア
　【開催内容】○畜産体験コーナー

　　　　　　　　動物ふれあい広場や牧草宝探しなど家畜に親しめる催事

　　　　　　　○ステージイベント

　　　　　　　　畜産○×クイズなど畜産業への理解を深める催事

　　　　　　　○岐阜県畜産銘柄コーナー

　　　　　　　　飛騨牛など県内銘柄畜産物の試食及び販売

　　　　　　　○特産品展示即売コーナー

　　　　　　　　恵那地域を中心とした県内特産品の販売
　【事業実施主体】岐阜県畜産フェア実行委員会　　　　　　　
	２　所要経費


・事業費
	区　　分
	金　　　　額
	摘　　　要

	開催事業費
	３，３００千円
	会場設営費　２，２００千円
広報宣伝費　　　８００千円
催事費　　　　　１４５千円
運営事務費　　　１５５千円

	計
	３，３００千円
	


・負担区分
	負担区分
	負担者等
	金　　額

	補助金
	岐阜県
	１，０００千円

	
	市町村
	１，１００千円

	協賛金・負担金
	関係団体
	１，２００千円

	計
	３，３００千円


	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　　・地産地消に対する県民の意識を高める
	２　これまでの取組状況


・平成２０年度までは、社団法人岐阜県畜産協会が主催団体として畜産フェアを開催してきたが、平成２１年度から生産者団体による実行委員会が主催団体となり、生産者と消費者の交流の場としての意義を明確に開催している。
	３　これまでの取組に対する評価


・平成１７年度以降の来場者は、概ね２万人前後で、県内のみならず名古屋市を含む広い地域から来場があり、近年の安心・安全・健康な畜産物等の地産地消を求める消費者ニーズに合致したイベントとして定着している。
　過去の来場者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）　　
	年　度
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22

	開催地
	東濃牧場
	水沢上牧場
（明宝ｽｷｰ場）
	東濃牧場
	東濃牧場
	東濃牧場
	東濃牧場
	東濃牧場
	東濃牧場

	来場者数
	13,000
	13,000
	18,000
	22,000
	20,000
	18,000
	25,000
	宮崎県口蹄疫発生により中止


・岐阜県東濃牧場の所在地である恵那市を中心とする東濃地域では、畜産振興はもとより岐阜県東濃牧場を観光の核とした東濃地域の交流産業の活性化にも効果があるイベントとして期待されている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,000
	
	
	
	
	
	
	
	1,000

	要求額
	1,000
	
	
	
	
	
	
	
	1,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


